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は じ め に





また,昭 和63年度は,前 年度からの継続的研究のほかに,新 たに 「日本
近代美術の発達に関する明治後半期の基礎資料集成」(美術部,4年 計画)
と 「仏教芸能の芸能史的位置づけのための調査研究」(芸能部,4年 計画)
が発足した。 ま た,プ ラズム法によ る 出土金属遺物の処理法の研究など
(科学研究費による)に も着手 した。
昭和63年度には国際交流事業が急激に増加し,外国人発表者8人 を招い
て第12回国際 シソポジウム 「写真 ・映像などの画像を利用 した美術品調査




アソ研究機構 との間に東 アジア古文化財についての共同研究を行 うための
予備交渉がワシソ トンで行われ,次 年度か らの実施が約束 されるにいたっ
た。さらにカリフォルニア大学バークレー校 との間では両者共催で 「日本
美術の研究の現状」とい うシソポジウムが現地開催された。このほか研究
所が世話役となりIIC(国際保存科学 者会議)の 日本大会が 「東洋文化財
の保存」 とい うテーマで盛大に開備されたことも忘れがたい。
なお両年度を通じて芸能部長,修 復技術部艮をは じめ永年研究所の発展










1.設立 の 経 緯
2.年代別重要事項
3.歴 代 所 長
皿.機 構 ・職 員 ・予算
1.機 構
2.職 員




















A.一 般 研 究










B.特 別 研 究
C.科学研究費
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B.特 別 研 究
C.受 託 研 究
D.科学研究費
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A.一 般 研 究
B.科学研究費
6.敦煙文化財保存修復に関する調査研究


































































1.設 立 の経 緯



















同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コンクリー ト造,半 地 階2階 建,延 面積
1,192㎡の建物1棟 を起工した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美術研究所朋設のため必要な備品 ・図





















































同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博
物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとなった。
同26年1月31日美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・
庶務室が置かれた。
同27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定められ,
美術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織規程が
廃止された。
また,文 化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

















鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663㎡の建物1棟 が竣コニした。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され,新 たに保存科学
部に修理技術研究室が置かれた。







同 年3月25日 芸能部は,別 館3階 に移転した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階に実験川機械類の移転据付を完了し
た。
同 年6月29口 保存科学部庁舎の1階 の模様替コニ事に着チし,同年10月15日工事が
完了した。













同53年3月20日本館構内の4場 等(木造平家建延面程f144m2)を取 りこわし,情 報資




































































(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)
(昭 和6.11.25^一昭 和10.5.31)
(昭和10.6.1～ 昭 和11,6.21)
(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29^一昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)
(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭 和27,4.1～ 昭 和28,10.31)
(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3,31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53,4,1)
(昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31)
(昭和62,4.1～ 現 在)
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一 庶 務 課
裸 艮一㈱ 佐一[難 餐
一 美 術 部









































































































































































































































































































所 属 隊 名 医 名 「
所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)
庶 務 課 課 長 池 田 義 春
課 長 補 佐 西 山 博
庶 務 係 係 長 江 原 勉
庶 務 主 任 松 本 多賀子
事 務 補 佐 員 中 村 節 子
〃 滝 澤 真由美
〃 白 井 久美子
技 能 補 佐 員 浅 井 美由起
鯛 査 員(非)松 原 美智子
会 計 係 係 長 長谷川 憲 康
係 員 山 下 登
事 務 補 佐 員 鎌 田 祥 子
〃 志 村 浩 美
技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎
労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉
美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵画史)
第 一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)
主 任 研 究 官 田 實 榮 子 (染織工芸史)
研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)
第二研究室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近世 ・近代絵画史)
研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)
〃 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)
芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)
演劇研究室 室 長 羽 田 艇 (日本演劇)
主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (近世演劇)
調査研究員(非)広 瀬 美 都 (日本東洋音楽史)
音楽舞踊研究 室 長 蒲 生 郷 昭 (音楽学)
室
調査研究員(非)高 桑 いつみ (日本東洋音楽史)
民俗芸能研究 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)
室
調査研究員(非)三 村 昌 義
保 存 科 学 部 部 長 馬 淵 久 夫 (同位体化学)
化学研究室 室 長 平 尾 良 光 (分析化学)
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機構 ・職員 ・予算
所 属1職 名 医 名1
主 任 研 究 官 門 倉 武 夫 (無機分析化学)
物理研究室 室 長 見 城 敏 子 (塗料化学)
主 任 研 究 官 石 川 陸 郎 (光学)
〃 三 浦 定 俊 (計測工学)
研究補佐員(非)富 澤 威 (分析化学)
生物研究室 室 長 新 井 英 夫 (微生物学)
闘査研究員(非)山 野 勝 次 (応用昆虫学)
修 復 技 術 部 部 長 伊 原 恵 司 (遠築史)
第一修復技術 室 長 中 里 碍 克 (日本工芸史)
研究室
主 任 研 究 官 西 浦 忠 輝 (木材材賀改良学)
専 門 職 員 茂 木 曙 (彩色保存技術)
第二修復技術 究 長 増 田 勝 彦 (日本工芸史)
研究室
研 究 員 川野邊 渉 (高分 子 工pv,f・)
第三修復技術 察 長 青 木 繁 夫 (柳 ゴ学)
研究室
情 報 資 料 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)
文献資料研究 室 長 米 倉 辿 夫 (口本 中Ill:繊画 史)
室
研 究 員 晶 尾 新 (日本中世絵画史)
写真資料研究 室長事脇取扱 鶴 田 武 良
室
主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (口本近世松画史)
研 究 員 井 手 餓之輔 (東洋1絵画史)
鄭1"】 職 員 橋 本 弘 次 (美術`{〆真)
〃 市 川 和il: (〃)











事 務 補 佐 員
労 務 補 佐 員
技 能 補 佐 員
部 長






簿 井 祥 子
三 隅 治 雄
太 田 有喜子
仲 井 幸二郎
樋 口 溶 治

















所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考
庶 務 課 課 長 補 佐 西 山 博 52.4.1～1.3.31 退 職
会 計 係 長 相 澤 昇 57.4.1-　63.12.25 〃
庶 務 主 任 松 本 多賀子 39.6.16^-1.3.31 〃
事 務 補 佐 員 山 西 恵 美 60.6.1.63.4.28 〃
〃 小 島 和 子 63.5.16^63.10.28〃
〃 東 紀 子 62.7.13^-63.10.31〃
技 能 補 佐 員 湯 本 美 雪 63.4.7^-63.10.31〃
事 務 補 佐 員 滝 澤 真由美 58.4.1～1.3.30 〃
〃 鎌 田 祥 子 56.5.1～1.3.30 〃
美 術 部 主 任 研 究 官 田 實 榮 子 23.3.31^1.3.31 〃
保存科学部 物理研 究室長 見 城 敏 子 29.9.1～1.3.31 〃






































































































名誉研究員在 職 期 間
発令年月日
5.6.30^27.8.1 53.10.18
術 部 長 23.5.11^-34.4.15 〃
〃 27.12.1^-44.3.31 〃
復 技 術 部 長 27.4.1^49.5.31 〃
存 科 学 部 長 27.10.1^　50.4.1 〃




報 資 料 部 長 20.5.31～57.4.1 57.10.18
術 部 長 21.2.28^57.4.1 〃
術部第二研究室長 18.12.15^58.4.158.10.18








術 部 長 27.4.1-x62.3.31 〃
布 科 学 部 長 27.4.1^62.3.31 〃
報 資 料 部 長 30.9.1^62.3.31 〃
能 部 長 27.10.1^-63.3.3163.10.18










人 件 費1 283,245
運 営 喪 、 (349,105)
1 122,425
事 業 管 理1 (32,431)
34,211
一 般 研 究 1 (36,322)
37,632




















事 業 管 理
一 般 研 究































































































































































































門 倉 武 夫
伊 藤 延 男
中 里 寿 克
佐 藤 道 子
馬 淵 久 夫
米 倉 遽 夫
見 城 敏 子
西 浦 忠 輝












種 別1 課 題 名 1研究代銘 名睡 究分担者
総合研究㈹ 四十八体仏の彫刻史的保存科学的調査 東京国立博物 馬 淵 久 夫
とその基礎研究 館 平 尾 良 光
奥村秀雄 石 川 陸 郎
三 浦 定 俊
三 宅 久 雄
〃 醍醐寺の密教法令と建築空間に関する 東京大学 佐 藤 道 子
総合的研究 稲垣栄三















































関 口 正 之
新 井 英 夫
佐 藤 道 子
馬 洲1久 火
米 倉 辿 夫
見 城 敏 子
西 浦 忠 輝
青 木 繁 夫
関 ロat:之
濱 川 陥
































馬 淵 久 夫
平 尾 良 光
〃 17中美術の特色の比較研究一8世 紀以 突践女子大学 三 宅 久 雄
降の絵画と彫刻を中心に一 松原三郎





皿.調 査 研 究
美術部は日本 ・東洋の古焚術並びに日本の近代 ・現代美術とこれらに関連ある西洋
美術についての基礎的調査研究を行い,かつその成果を公表することを目的としてい
る。莫術部は二室よ り構成 され,第 一研究室は古美術を担当し,第二研究室は近代 ・
現代美術を担当している。
研究調査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・工芸の各部門について,作品 と文献資料と
の両面から実証的に進められており,共に基礎となる研究資料の作成と整理 とに努め
ているほか,現 代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行して行っている。 また,























世の洋風X術 の調査研究,並 びに現代x術 の動向に関する資料の収集と調査 とを継続
して行っている。 また昭和63年度より4か年計画で特別研究「日本近代美術の発達に
関する明治後半期の資料集成」を開始し,研 究調査に着手した。 とくに現代美術に関








A.一 般 研 究
1.美術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品のうち,国宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作












大阪 ・常見寺及び安楽寺阿弥陀如来像,京 都 ・即成院諸仏および長講堂阿弥陀
三尊,和 歌山 ・光台院阿弥陀三尊像。(三宅)
神奈川 ・証菩提院阿弥陀三尊像,栃 木 ・真教寺阿弥陀如来像,和 歌山 ・五坊寂
静院阿弥陀三尊像,京 都 ・醍醐寺大威徳明王像,岩 手 ・中尊寺金色堂諸像(三宅,
井上)
昭和63年度
京都 ・宥清寺日蓮上人像,兵 旗 ・浄L寺 阿弥陀如来像(三宅),福島 ・勝常寺諸
像および能満寺虚空蔵菩薩像,栃 木 ・地蔵院踏像,京 都 ・長講堂阿弥陀三尊及び
甘露寺十一面観音像,新 潟 ・日光寺阿弥陀如来像(三宅 ・井上),静岡 ・MOA美






倉家伝来服飾類の調査 ・研究,仙 台市博物館新収品の伊達藩士濱田伊豆,同 菅
野家伝来の服飾類の調査 ・研究,伊 連家伝来 ・豊臣秀吉よりの拝領品「天翼」の




























さらに,栃 木 ・真教寺阿弥陀如来像,地 蔵院諸像,奈 良 ・法隆寺百済観音像ほかの
X線透視撮影を行い,木 彫像の構造 ・技法の研究を進めた。(三宅 ・井上)
③ 伝統的染織技術の調査 ・研究
日本工芸会で昭和53年度から続行している東京国立博物館蔵「白地風景模様茶屋染
帷子」の復元は,実 物に出来得る限 り近い上布を作るための苧麻糸作 りと,染 模様模
作のための綿密な実物写真撮影から取 り掛った。きれ地の上布ができるまでの間,各
技術者は各自の分担技術のその模様を習熟する。こうして昭和59年度に入って下絵が







調 査 研 究
實榮子)。
3.美 術様式とその伝播の研究





















B.特 別 研 究
1.「歴画 ・障畳回の実証的研究」(昭和62年度…4か 年計画の第4年 次)
























彫刻 ・工芸各分野における共通のモチーフを取 り上げて相互に比較検討を加え,そ の
史的展開を明らかにすることを 目的 とする。特に,古 代 ・中世研究班は,絵画 ・彫刻
と染織 ・蒔絵 ・金工の工芸分野の作品にみられるモチーフ・文様の比較研究を行い,
































演劇研究窒 ・青楽卿踊研兜室 ・民俗芸能研究霊の三IIによって構成 されている。芸能
部の研究 日標としては,緒 芸能の珊念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究な
どがあり,そ の 研究に必要な資料 の 収集 ・整備,及 び記録の作成のための撮影 ・録








































63年度は個人研究として引き続 き「民俗芸能における採 り物の研究」,また 「上方落
語の研究」を行い,共同研究として「民謡歌詞の様式研究」を行った。
(2)各 論





能 ・狂言の演技演出の各領域について,客 観的分析と歴史的(主 として近代 ・現代
における)変遷の考察を行うことを目的 とするが,本 年度は番外曲復曲 ・新作の活動,









総合的比較研究を行い,そ の変遭 ・分化をあとづけることを一貫した 目的とする。
61年度に引き続き,過去20年間の録膏収集資料をもとにして,華厳 ・法相 ・天台 ・
真言諸宗派の論義法要の構成形式を比鮫分析し,論義法要の諸形式の展開を追究する
ことを試みた。また,こ の研究課題に関わる各宗派の法会の実地調査 として,延暦寺
























大鼓 と小鼓の手組の比較分析を行い,流儀による折 り合いの良否,ま たその意義に
ついて考察した。(63年度 ・高桑)
12.民俗芸能における採 リ物の研究
62年度は田楽系芸能における採 り物,特 に翁芸の採 り物に関する調査研究を行い,
63年度は榊 ・杉 ・松などの植物を採 り物 として扱っている民俗芸能について調査研究
を進めた。(62・63年度,中 村)
13.上方落語の研究

































一 一　一 一 一
芸 能 部
わが国において,仏 教受容期以来広 く深 く浸透した法華経信仰の,定 着 ・展開の様
相を,典 礼の形態を通して把握することを口的とし,特 に中世以前の展開過程に焦点
を定めた。62・63両年度を通して延暦寺の法華大会 ・長講1会,葛川明王院の蓮華会,






醍醐 寺における密教建築 と密教法会 との関係を復原的に考察することをn的 とし,
醍醐寺の密教法会の雌史的実態,そ れを支えた寺内構造,法 会の構成等を追究する。
その研究分担者として,61年度に引き続き62・63年度 も醍醐寺所蔵史料の現地調査並






























A.一 般 研 究







銅鐸6,鋼 矛16点の鉛同位体比を測定した。銅鐸は1点 が華北産原料,5点 が朝鮮





































調 査 研 究





























































調 査 研 究
フォクシング部位には,セ ロオ リゴ糖と グルコースおよびr一アミノ酪酸その他15



















下記の博物館 ・美術館等の展示室 ・収蔵庫の温湿度 ・照明 ・汚染笛の環境測定,新







































下記の博物館 ・美術館等の展示室 ・収蔵庫の温湿度,照 明,汚 染等の環境測定,新











調 査 研 究
福 岡 県 福岡市博物館



















エジプ トのネフェルタリ王妃墓の天井顔料変色部位および床で採取 した小片か ら,
7菌株のカビを分離した。この種のカビは,我 が国の古噴で分離されたことはな く,

















② 上智大学図占館で発ノ1三した カビは,条 件的好稠性糸状菌であった。(新井)













ウ 文化庁が,昭 和62年度に新指定する木造彫刻2躯 に加害虫が生息していたの
で,これを燥蒸処理した。





調 査 研 究
金属文化財の保存 ・修復技術の向上に資するため,基礎的な分析法の検討を行った。
(1)プラズマ発光分光分析























































〈分析調査〉 蛍光X線 法で材質を調査 した結果,純 銅であることが判明した。鉛同
位体比を分析したところ,原料は日本産の銅 を 使用したことが分かった。(修復技術
一fig_













銅製品 蛍光X線 による分析の結果,2面 の内行花文鏡 とも鉛を含んだ青銅で作ら






3.ト ルコ,カマン ・カレホユ ック遺跡出土金属製品の胴査研究
鉄及びi銅製品の化学組成を原子吸光,ICP,放 射化分析法で定量した。鉄錆に
ついてはX線回折法で鉱物種を同定し,内部が1:として磁鉄鋼FeaOa,外部は赤鉄鋼
















この研究の 目的は,静 岡県掛川市深谷遺跡から発見された和同開称 と鏡2而 の保存
修復処置と材質,原 料産地の調査である。




































































外学術研究 研究代表者 濱田 隆)
平成元年1月19～28日,馬淵,平 尾,三 浦(以上東京国立文化財研究所),田中(奈
良国立文化財研究所),高浜(東京国立博物館),田口(国立歴史民俗博物館)の6名 が
ワシントンに赴き,ス ミソニアン研究機構のヴァソ・ゼルス ト,オリン,ヴ ァンディ
ヴァー,セ イアー,ジ ョエル(以 上保存分析研究所),チェイス,ジ ェット,コ ート
(以上プリアー美術館)氏 らと会談討議し,つ ぎの5項 目について今後共同研究を行
な うことを申し合せた。①鉛同位体比のデータベース②青銅器の腐食機構③鍍金④青
銅器の鋳型の文献収集⑤縄文土器




研究対象としては,絵画,彫 刻,工 芸品,書跡,考 古資料,建 造物および民俗資料
一43一
調 査 研 究
等極めて広範囲の文化財があげられる。













































































処置を行った。料紙の調査は,厚 さ,而 積,重 さ,箕のll数,糸目間隔,厚 薄ムラの
















































調 査 研 究





幸い,こ の社殿は間口2mの 小規模な建築であ り,容易に保存処置が反復 して実施
















パルプの脚整法,漉 嵌め速度欄整用合成粘剤の濃度,補 修用和紙パルプ積算法,脱 水






















































































ては,種 々の方法を実地にテス トし検討したが,最 終的にクレンザーとワイヤープラ
シによる手洗い方法を採用することとした。(西浦)


















B.特 別 研 究
「金属文化財の材質 ・技法および保存に関する研究」(4か年計画の第3,第4年 次,
保存科学部と共同研究)





































銅製品…螢光X線 による分析の結果,2面 の内行花文鏡 とも鉛を含んだ青銅で作ら
れ,ま た,小 型内行花文鏡に付着している赤色顔料は,水銀朱であることが判明した。
鉛同位分析で,中 国産の鉛を原料に使用したことが分かった。
ガラス製品…ICP分 析に よりバ リウムを多く含む鉛ガラスであることが分かった。
付着している赤色顔料は,螢 光X線 分析で朱であることが判明した。また,鉛 同位体



























顕微鏡下でメス,針 などを利用して機械的に取 り除いた、 ソクスレー法で脱塩処理を
した。シランカッブリング剤を川いて鉄錆の安定化処理を行い,ア クリル樹脂工fル
ションを減圧含浸して強化した。









2.飛 鳥柑平安時代仏像彫刻 の 漆蓑技術に関する胴査研究(総合研究(A)研究代表
一54一
?修復技術部

































料の整理 ・保管 ・閲覧を行 っている。また,日 本 ・東洋古美術関係の文献目録を作成



























旧笹間家蔵扇面画帖の詳細な調査を行い,扇 面に関 す る基礎データを集積した。
(鈴木 ・井手 ・島尾)南北朝 ・室町絵画の画讃資料の整理 ・研究をすすめた。(島尾)
昭和63年度






























B.科 学 研究 費
「美術史学研究支援画像処理モデルの開発」(試験研究(1)研究代表者 米倉辿夫








1)デ ジタル画像処理に よるX術 作品の分析方法の研究
2)画 像データベース構築のためのllκ条件の研究と小規模データベースの作成




1)従 来の視覚的 ・光学的な作品分析の方法と,デ ジタル画像処理の基本機能(空





















分析,計 測等の処理に関してルーチン化の手順,条 件及び問題点の検討を行い,デ ジ
タル画嫁処理の基本機能にグラフィック機能を組合せて個 々の作品分析の方法に適合
した操作性の良い ソフ トウェアの開発を行った。
2)デ ジタル画像データベースの検索システムの機能 ・条件を検討を行い,市 販の
データベース ・ソフ トウェアを登載したパーソナル ・コンピュータをホス トとする画
像データベースのモデルの作成を行った。












調 査 研 究
度においては下記の事業を実施した。
(1)敦燈莫高窟壁画保存修復協力会議
本畜業の進め方について総合的な検討を行 うため,美 術史,保 存科学,環 境保全,
修復技術等にかかる専門家からなる12名の委員,当 研究所の関係者,文 化庁の担当者

























































































①:器 墜 ・編ll}②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発 表













① 黒田清輝 ・藤島武二(共著)「201il:糸己日本の美術」11集 英社62.5





調 査 研 究
③ 作家略歴(久米桂一郎他)「 久米桂一郎 と白馬会の友たち展図録」
久米美術館62.10








④ 染織 ・服飾関係項目執筆 日本大百科全書 全25巻 小学館63.3
④ 桃山から江戸へ一服飾と染織
上智大学比較文化研究所 ・江戸時代研究 シリーズ62.6













































































調 査 研 究
② 水 墨 の変 容一 フ ェノ ロサ ・ビゲ ロー 旧蔵 二 作 を 中 心 に 「美 術 研究 」3441.3
③ 芳崖 とそ の周 辺 「芸 術 公 論 」2863.11
⑤ 文 展 草 創 期 の東 京 画 壇 山 種 美 術 館63.9
⑤ 鑑 画 会 と フ ェ ノ ロサ 国際 シ ンポ ジ ウム"日本 近 代 美 術 と西 洋"63.11
⑤ フ ェ ノ ロサ と鑑 画 会 京 都 国 立 博 物 館1.3
山 梨 絵 美 子(第 二 研 究 室)"
② 竹 久 夢 二 の 美 術 史 的 位ILLをめ ぐ って 「竹 久夢 二 展 図 録 」 博 物 館 明治 村63.5
④!,(4田清 輝 の 風 景 表 現 とそ の 影 響
国 際 シ ンポ ジ ウム 、β本 近 代 奨 術 と西 洋"63,11
●Studiesof"Western-style"JapanesePainting:EastMeetsWest?
第77回CAA(米 困 美 術史 学 会)1.2
⑤ 港 区 ゆか りの画 家 ・日本 近 代 洋phjの巨 匠1舐田 消 輝 港 区郷 上史 料 館63.12








④ 韓国の伝統芸能(シンポジウム。ll傭・くネラー 李勝烈 ・金両基 ・草野妙子)
1韓 国文化学院62 .5
④ 民謡の流転 日本民俗学会談話会63.1
⑤ 郷踊 ・その愛のしぐさll∫ 民大学講座NHK・TV62.10～12
⑤ 歌の人生 芸能部公開学備講座62,12














主 要 研 究業 績
顕密 仏 教 研 究会62.5
トロン ト大 学R.E.E.D,62,10
トロ ン ト大学62.10










② 描かれた語 り物琵琶 「国立音楽大学音楽研究所年報」第7集63.3
④ 日本音楽研究の視点 芸能部夏期学術講座62.7
⑥ 能 ・狂言事典(音楽関係項目)平 凡社62.6
⑥ 日本古典音楽文献解題(共同編集と担当項 目執筆)講 談社62.9
⑥(学 会報告 一研究発表を聞いて一)「 東洋音楽学会会報」12号62.12
高桑いつみ(音楽舞踊研究室)

























② 民俗芸能の分布∬・風流一 その季節的 ・地方的特色一
実践女子大学「MUSEOLOGY」第6号62.4
② 秋田のささら獅子舞 「芸能史研究」98号62.7




② うたと風土一 富山に定着しなかった唄一 「魚津シンポジウム」3号63.3
③ 決定版ふるさとの民旙 ・曲目解説(173曲)キ ソグレコー ド62.4
③ 口訳民謡集83-94(連載)「 みんよう文化」106^11762.4^63.3
弥三郎節 ・農兵節 ・宮津節 ・関の鯛つ り唄 ・三国節 ・八戸小唄 ・麦や節














































⑥ 伝統の響一 声明一(構 成解説)サ ン トリーホール1.3
羽田 爬(演劇研究室長)
① 講座 能 ・狂言VIr能鑑賞案内』(編集協力と担当項目執筆)岩 波書店1.3
② 能楽における後継者養成の現状一 国立能楽堂三役研修の事例を中心に一
「芸能の科学」171.3




























④ 民俗芸能の採 り物 民俗芸能研究会63 .6
⑥ 今,何 とかしなければ 「みんよう文化」1271.1
三村 昌義(民俗芸能研究室)
② 謡曲「家持」一 典拠とその珊辺一 「魚津シンポジウム」第4号1.1
⑤ 古今集注釈のill堺一 謡1雌1との関わ り一 第7回 池田弥三郎記念講演会63.7
⑤ 怪談と怪鮫咄FM富 山「サウン ドスコープ」63.7
⑤ 霜鳥の文,.,,.f.滑 川市民教養講座1.3
⑤ 隠曲「簿知鳥」と立lll地獄 滑川市民教養講座1.3








② 三ツ寺1遺 跡西辺第1彊 出部出土の羽口 ・るつぼおよび1.:付普物の化学組





主 要研 究 業績
昭 和62年度 埋 蔵 文 化財'発掘 技 術 者特 別 研 修(奈 良 国立 文 化 財 研 究所)62.10
⑤ 文 化 財 の 保存 指 定 文化 財 展゜ 示 取扱 講 習 会(京都 国 立 博 物 館)62.12
⑤ 鉛 同 位 体 か ら見 た 東 西文 化 の 交流
昭 和62年度 文 化 財 等 取 扱 い 講 梱 会(岩手 県 立 博 物 館)63.1
⑤ 科 学 と文 化 財 科学 ゼ ミナ ール(電 力 館)63.3
平 尾 良 光(化 学 研 究 室 長)
②iiア ジ ア鉛 鉱 石 の 同位 体 比 一i'i'銅器 との 関 述 を 中 心 に 一(馬 淵 と共1司)
「考 古学 雑 誌 」7362.12
② 東京 湾 底 泥 に 残 され た鉛 汚 染 の歴 史 「沿 岸 海 洋 環 境 シ ンボ ジ1ンム 論 文 集 」63.2
② ニ ツ 寺1遺 跡 西 辺 第1張 出 部 出.Lの羽 口 ・るつ ぼお よび 土 器 付 着 物 の 化 学 組
成(馬 淵 と共 同)「 三 ツ寺1遣 跡 」群 馬 県 教 育 委 員 会63.3
② 法 隆 寺 献 納 宝 物 金 銅 仏 の蛍 光X線 分析 に よる材 質 の調 査
「法 隆 寺 献 納 宝 物 特 別 調 査 概 報V皿(金 銅 仏4)」63.3
③ 重 量法 に よ る定 容(内 田 と共 同)「 ぶ んせ き」14462.10
③ 東 京湾 底 泥 に残 され た鉛 汚 染 の 歴 史 「海 洋 科学 」1962.12
見城 敏 子(物 理 研 究 室 長)・







⑤ 文 化 財 の保 存環 境 と対 策
第9回 文 化 財虫 菌 害 保 存 対 策 研 修 会 ㈱ 文 化 財 虫 害研 究所62.7
⑤ 文 化 財 保 存 環 境 の チ ェ ックモ ニ ター と文 化 財 の 保 存 法
(i)ボ ロ ブ ドー ル保 存 事 務 所(イ ン ドネ シ ア)62.9
(ll)バン コ ッ ク国 立 博物 館(タ イ)62.9
⑤ 漆 工 品 の保 存 お よび 取 り扱 い 埼 玉 県 立 博 物 館63.1
-69一
調 査 研 究
新 井 英 夫(生物 研 究 室 長)
QiBiologicalInvestigationsWallPaintingsoftheTombofNefertariJ
TheGettyConservationInstitute62.?
② 酸 性 紙 の 中 和 に つ い て(第3報)ジ エ チ ル亜 鉛 に よ る雑 誌 類 の 中 和 処 理 条 件
と装 置(宮地,石 木 田,井 上,森 と共 同)「 文 化 財 の 虫 菌 害 」1362.11
② ネ フ ェル タ リ王 妃 墓 の微 生 物に つ い て 「保 存 科 学 」2763.3
③Foxing形 成 要 因の 究 明 「発 酵 と工 業 」4562.10
④ エ ジ プ トの ネ フ ェル タ リヨ三妃墓 の 生 物 学的 調 査(森,林 と共 同)




⑤ 文 化 財 の微 生 物 に よ る被 害 とそ の防 除
(第9回 文化 財 虫菌 審 保 存 対 策 研 修 会)側)文 化財 虫轡 研究 所62.7
⑤ 文 化 財 の 保 存(劣 化n)昭 和62年度 指 定 文化 財 展 示 取扱 い講 習 会 文 化 庁62.7
⑤ 日本 にお け る文 化 財 の 生 物 劣 化 と防 除 の 研 究
(i)ポ ロブ ドール 保 存 事 務所(イ ン ドネ シ ア)62.9
㈹ バ ンコ ッ ク国 立 博物 館(タ イ)62.9
⑤ 文 化 財虫 菌 害 防除 作 業3こ任 轟の 研修 と能 力 認 定 の 講 習 会
㈱ 文 化 財 虫宙 研 究 所63.2
⑥ 文 化 財 保 護 と微 生物 筑 波大 学 第2学 群 幾 林 学 系 総 合 科 目62.5
門 倉 武 夫(主任 研 兜 官)




② タ イ美 術 展 展 示 品 の腐 食 生 成物 の 分析 東 京 国 立 博 物 館62.9
② 木造 菊 牡 丹 透 華 璽 の 顔 料 の 分 析(岡 山 県 立博 物 館)受 託 研 究 報 告62.9



















④ 和紙 とドーサ(増田と共同)第9回 古文化財科学研究会大会62.5











② ヤマ トシロアリの摂食量に及ぼす固体数 ・兵蟻割合 ・温度の影響
一?1一






② ヤ マ トシ ロア リの群 飛 後3ヵ 月間 に お け る産 卵 と幼 虫 の 発 育 に つ いて
「し ろ あ り」7163.1
③ シ ロア リの 生 態 と防除 対 策 「遺 伝 」4162.6
③ 暗 鳳 の 住 者 一 シ ロア リ研究 の手 引(4)一 「文 化 財 の虫 菌 害 」1362.10
③ 暗7110の住 者 一 シ ロア リ研究 の 手 引(5)一一 「文 化 財 の 虫菌 害 」1463.3
⑥ 文 化 財 の 虫審 と対 策(第9回 文 化 財 虫 菌 害 傑 存 対 策 研 修 会)
αの文 化 財 虫害 研 究 所62.7
⑤ シ ロア リの 生態 に 関す る実 務 知 識(昭 和62年度 しろ あ り防 除 施 工 士 資 格 第2
次 溝習 会)㈹ 日本 しろ あ り対 策 協 会62.9
⑤ シ ロア リに 関 す る知 識(昭 和63年度 しろ あ り防 除施 工士 資格 第1次 講 習 会)
(#1)fi本しろ あ り対 策 協 会63.1
⑤ 文 化 財 虫 菌脅 防除 作 業電 任 藩 の研 修 と能 わ認 定 のll緯習 会
側)文化 財 虫宙 研 究所63.2
⑥ 冷 汗 か い た シ ロア リ運 び 「しろ あ り」6962.7
昭 和63年度
罵 淵 久 夫(保 存 科 学 部 長)
② 井Lコ レ クシ ョンの 金 属 器の 鉛 同 位 体 比
「井 上 コ レク シ ョン弥 生 ・占墳 時 代 資 料 図録 」言叢 社63.6
⑤ 鉛 で探 る青 銅 器 の ル ー ツ 昭 和63年度 文 化 財 講座(大 阪 文化 財 セ ン タ ー)63.5
⑥ 銅 鐸 の 型 式 分 類 と鉛 同位 体比
一rイク ロ ピー ム アナ リシ ス第141香風 会 第56回研究 会(鳴門 教育 大 学)63 .5
⑥ 考 古遺 物 に科 学 の 光を 当 て る
日本 考 古学 セ ミナ ー(朝 「1カル チ ャー セ ンタ ー)63.9
⑥ 鉛 同位 体 に よ る青 銅 器 原 料1地 の 推定
一?2
主要研究業績
第3回 「大学と科学」公開シンポジウム(東京 ・朝 日ホール)1.2
⑥ 文化財研究と自然科学(佐原,小 池との鼎談)「 文化庁月報」23863.7
平尾 良光(化学研究室長)
② 炭素炉原子吸光法による標準岩石巾の鉛の定量(松本,斉藤,木 村 と共同)
「分析化学」63.4






④ 鍍金の分析調査について 昭和63年度 文化財保存修復研究協議会63.12
























の強度変化並びに保存性(宮地,石 木田,木村,井 上,森 と共同)
「文化財の虫菌害」1663.11
② 紙質類文化財の保存に関する微生物学的研究(第8報)Foxing部位の構

























⑤ ジ エ チ ル亜 鉛 に よる酸 性 紙 の 中 和 に つ い て
国 立 国 会 図 書 館 資 料 保 存対 策 研 究会
⑥ 文 化 財 の保 護 と微 生 物 筑 波 大 学 第2学 群 農 林 学系 総 合 科 日

































⑥ 保存科学 第5回 大会研究発表をふ りかえって
「日本文化財科学会会報」1663.7
山野 勝次(生物研究室)
① 防虫 ・肪腐用語察典(編集委員長)㈹ 日本しろあ り対策協会63.5
① 家屋害虫(2)日 本家屋害虫学会63.7
② 微生物による トンネルの被害とその対策 「トンネルと地下」1963.9
② 金属溶射被膜による防蟻処理(第1報)一 亜鉛溶射被膜で被覆された材料の
耐蟻性について一 「家屋害虫」111.3
② 布機塩素系 ・有機 リン系 ・カーパメイト系およびピレスロイ ド系化合物11種
の殺蟻効力について 「家歴害虫」111.3
③ 暗黒の住者 一シロア リ研究の手引(6)一 「文化財の虫菌害」1563.9
③ 〈総説〉 シロアリの加害習慌 「木材保存」151.1
⑤ 文化財の虫害と対策(第10回文化財虫菌轡保存対策研修会)
㈱文化財虫害研究所63.7
⑤ シロアリの生態に関する喫務的知織(昭和63年度 しろあ り防除施工士資格第
2次講習会)倉D日 本しろあ り対策協会63.9
⑤ 図審館における轡籍の虫 ・カビと保存の知繊
(東北大学 付属図書館 総合研修会)東 北大学付属図書館63.10














② 天蓋の漆芸技法r平 等院大鑑』H彫 刻62,10
③ 仙台伊達政宗墓所出」:副葬品の傑存処置 「保存科学」L7s63.3






④ 和紙と ドーサ 第9回古文化財科学研究会大会62.5
⑤ 保存科学一諸記録媒体の劣化 と保存処Gi「 文書館学」研究集会62.11
⑤ 図書館 ・美術館の資料としての紙
第9回 文化財(7"f古文謁等を含む)の虫菌害保存対策研修会62.7
⑤ 表具の科学 美術館 ・博物館の保存担当学芸員研修62.8
⑤ 保存修復概論 美術館 ・博物館の保存担当学芸員研修62.8
⑤ 史料の保存科学 第33回近世史料取扱講習会62.10
⑥ 〔資料〕紙本の漂白:そ の簡単な化学 と作業工程(1)翻訳
「古文化財の科学」32号62.3







調 査 研 究
② 三 ケ 日町 猪 久保 遺 跡 出土 銅 鐸 の保 存 修 復 に関 す る研 究 「保 存 科 学 」27号63.3
⑤ シ ラ ンカ ップ リン グ剤 に よ る鉄 錆 の安 定 化 処 理ICCROM62.5
⑤ 金属 文 化 財 の保 存 修 復 美 術 館 ・博 物 館 の保 存 担 当学 芸 員 研 修63.3
西 浦 忠 輝(主 任 研究 官)
② 珪 酸塩 に よる石 材 の 強 化 保 存 処 置 に 関 す る実 験 的 研 究(李 と共 著)
「古文 化 財 の科 学 」32号62.12
② 史 跡 ・薬 師堂 石仏 に おけ る凍 結 破 壊 の発 生(三 浦 と 火著)「 保 存 科 学 」27号63.3
④ 珪 酸 カ リウム に よる 石材 の 強 化 保 存 処 置 に関 す る実 験 的 研 究(李 と共 同)
第9回 占文化 財 科 学 研 究 会 大 会62.5
④ly胎 石造 建 築 の保 存 一 旧 日本 郵船 小 樽 支店 一(増 田,村 上 と共 同)






⑤ 石 造 文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 楓
博 物 館 ・x術 館 等保{f・担 当学 芸 員 研 修62.8












中 世か ら近 世へ の 変 化
「保 存 科 学 」28号1.3
日本逮 築 セ ミナ ー63.4～1.3
『ilqf医』1111,1112,1113














































④ 重文 ・幸橋の保存;特 に石材の強化,防 水処置について(橋本と共同)
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④ 敦 煽 莫 高 窟 に おけ る環 境 条 件 測 定 調 査 に つ い て
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 総 合 研 究 会1.2
⑤ 石造 文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 置
博 物 館,美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研 修63.8
⑤ 敦 燃 石 窟 傑 存 の歴 史 的 進 程 く翻 訳 邦 文 監 修 〉 「古 文 化 財 の 科学 」32号63.12
⑤ 石 造文 化 財 の劣 化 と保 存,修 復 処 置


























































⑥ 作品解説 ・年表(翻訳)「 中華民国現代十大美術家展」62.4











③ 「江天遠意図」等解説 「禅林画賛」 毎日新聞社62.10
③ 「夕顔棚納涼図」等解説 「メトロポリタン美術全集」別巻2福 武書店62.12
④ モノクロームの絵画 一「水墨」の諸問題一 美術部 ・情報資料部研究会62.7
鈴木 廣之(1」真資料研究室員)
③ 肖像画 一桃山時代一 日本絵画史図典 福武書店62.10
③ 遍歴と伝説 日本の美術259岩佐又兵衛 至文堂62.12
③ 作品解説(日月山水図屏風他)メ トロポリタン美術全集別巻2福 武書店62.12
④ 東洋美術における転換期の諸問題1美 術部 ・情報資料部研究会62.5




③ 新九州仏教美術百選56以 亨得謙像(萬歳寺)西 日本新聞夕刊62.10
昭和63年度
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調 査 研 究
鶴 田 武 良(情 報 資 料 部 長)
② 張 大 千的 京 都 留 学 生 涯 「張 大 千 学 術 論 文 集 」 台湾 ・国立 歴 史 博物 館63.9
② 張 大千 的 絵 画 生 涯 「張 大 千 学 術 論 文 集 」 台湾 ・国立 歴 史 博 物 館63.9
② 木 刻 と抗 戦 美 術 運 動
「中 国新 興 版 画 六 十 年 の 歩 み 」展 日中 友好 会 館 美 術 館63.10
② 鉄 斎 と蘇 東 披 別 冊 「墨 」101.3
③ 文 化 ・美 術 の 項 「中 国 年鑑 」1988年版 中 国 研 究所63.5
④ 張 大 千的 絵 画 生 涯
「張 大 千 先生 九 十 紀 念 学 術 研 討 会 」 台湾 ・国立 歴 史 博物 館63.5
④ 台 湾 に おけ る近 代 美 術の 展 開 美 術 部 ・愉 報 資 料 部 研究 会L3
⑤1930年 代 中 国 の美 術 運 動Cl中 友好 会 館 美 術 館63.10
⑥ 中 国新 興 木 刻略 述(翻 訳)
「中ll4新興版 画 六 卜年 の 歩 み 」展 日中 友好 会館 美術 館63.10
米倉 迫 夫(文 献 資 料研 究 室 長)
② 美 術 史 デ ー タ ベ ー ス と検 察 辞 書 一束 タ1(国立文 化 財 研 究所 に お け る ひ とつ の




鈴 木 廣 之(主任 研 究官)
③ 遠 塵 斎加 藤 信 潔 邸 可弥 陀 三尊 惚lx術 研 究 」3431.2
④ 桃 山 時 代 の 肖像 表 現 を め ぐっ て 東 京 咽 立 文化 財研 究 所 総 合研 究 会63.4





島 尾 新(文 献 資 料 研 究室 員)
③ 「竹 石 白鶴 図 」等 解 説1室 町 時 代 の屏 風 絵 」展 カ タ ロ グ 束 寡 国 立 博 物 館1.3
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④ 画像 処理 に よる デ ー タ表 現 につ い て
「美 術史 学 研 究支 援 画 像 処 理 モ デル の 開 発 」研 究 会1.3
井 手誠 之輔(IJ一真資 料 研 究 室 員)
② ひ ろ が る仏 教 「奈 良 仏 教 」新 潮 社1.3
② 中峰 明 本 自賛 像 をめ ぐっ て 「美 術 研 究 」3431.3
③ 新九 州 仏教 美 術 百 選75高 峯 ・断 崖 ・中 峰 像(聖 福 の 西 日本新 聞 夕 刊63.10
③ 新九 州 仏教 美 術 百 選76見 心 来 復 像(萬 歳 寺)西 日本新 聞夕 刊63.11
④ 中峰 明本 自賛 像 をめ ぐっ て 美 術 部 ・情 報 資 料 部 研 究会63.5
④ 東京 国立 文 化 財 研究 所 に お け る画 像 処 理 専 用 パ ッケー ジ ソ フ トの 開 発
「美 術 史 学 研 究 支援 画 像 処 理 モ デ ル の 開発 」研究 会63.10
④ 美術 史 研 究 用 画 像 処 理 パ ッケ ー ジ ソ フ ト
「美 術 史 学 研 究 支援 画 像 処理 モ デ ル の開 発 」研 究 会1.3
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1.出 版






八幡大菩薩御縁起 と八幡宮縁起 附載二(研究資料)宮 次男
富岡美術館蔵法華経絵(二幅)(図版解説)関 口 正之
美術研究 纂341号(昭和63年2月)
片倉家伝来陣羽織二領 上 神谷 栄 子
校刊「鉄翁書簡 ・附鉄翁宛t簡 」(研究資料)鶴 田 武良
石山 拳多宝塔の快慶作本尊像(図版解説)松 島 健
美術研究 第342号(昭和63年3月)
来舶画人作品から見たlid代花鳥画の ・面 鶴田 武良
信実の子孫たち(D米 倉 辿夫



































































大歳御祖神社拝殿内柱の白化現象 見城 敏 ∫


































「ア ジ ァ にお け る仮 面 の 芸 能 」を主 題 と して行 わ れ た 第10回国 際 研 究 集 会(61。9.30～
10.2,芸能 部 担 当)の プ ロシ ーデ ィ ン グス(英 文)を62年度 に刊 行 した 。 集 会 で は,日
本 を含 む ア ジ アに 広 く分 布 す る仮面 劇 ・仮 面舞 踊 を取 り上 げ,個 別 的 な 変 遷 ・構 造 や
相 互 の交 流 な どの 問 題 が 扱 わ れ た。 本 プ ロ シー デ ィ ン グス には,発 表論 文,総 合 討 議
































「束 ア ジ ア 美 術 に お け る 転 換 期 の 諸 問 題 」 を 圭 題 と し たX術 部 ・憎 報 資 料 部 担 当 の
国 際 研 究 集 会(62.10,27^-LJ)のプ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(和 ・英 文)を 刊 行 し た 。 今1・1!
は,束 ア ジ ア 美 術 史 の な か で 生 じ た 様 々 た ジ ャ ン ル ・ レ ヴ ェ ル で の 変 化 を 「転 換 期 」
と い う概 念 の も と に 追 求 し た 。 本 ブ ロ シ ー デ ィ ン グ ス に は,発 喪 論 文,総 合 討 議 な ど
が 含 ま れ る 。 内 容 は 下 記 の と お り で あ る 。
口 本 美 術 史 の 転 換 期 の 問 題 に つ い て 一 古 代 よ り中 世 ヘ ー一 濱 田 隆
..
平 安 時 代末 期 の仏 画に 関す る問 題 点
NobuzaneandGotobaIn




仏 師 の 動 向 一 江 戸 か ら明 治 ヘ ー
江 戸 か ら明 治 に か け て の 絵 画 的 表 現
金 碧 画 の形 成 一 室 町 前 期 和 様絵 画 の 動 向 一
室 町 時 代 の 詩 画 軸 型 式 水 墨 山 水 画 の 諸 商 題,
伴 う観 画 経 験 の 二 例 と して
小 栗 宗 湛 か ら狩 野 正 信 へ










と くに 言 語 介 入 を
清 水 義 明




奈 良 時 代後 半か ら平 安 時 代 初 期 へ の転 換 期 の諸 問 題
一木 彫 の 成立 に 関 し て一

































福 島 県 立 奨 術 館
昭 和63年8月27日(4:)^-lo月2日(FD
東 京 国 立文 化 財研 究所 ・福 島 県 立 美術 館
31日
12,531人
油彩 ・パ ステ ル58点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生 帖17冊,再 簡3点,11
記5冊,参 考 資 料 若干
A4判 変 型,12K1'1,原色図 版24貞,単 色 図版73頁





















































か ら9日 までの4日間にわた り実施した。受講者は東京芸術大学,早 稲田大学,慶 応


















63年度は,「顕密法会齢」のテーマで佐藤道子 が担 当 し,7月4日 から8日 までの

































































実 習 一憾 蒸一




























































































温湿度の計測 保存科学部主任研究官 三浦 定俊
石造文化財の修復 修復技術部主任研究官 西浦 忠輝
文化財の照明 保存科学部主任研究官 石川 陸郎
8月20日(土)
実 智 一光源の取り扱い一 石川 陸郎
8月22日(月)
実u一 燃 蒸 一 新井 英夫












展示環境1保 存科学部主任研究官 門倉 武夫
施設見学 一束メ1(国立博物館の資料館 ・法隆苛館の環境 コン トロールe'r_
門倉 武夫
8月26日(金)
突 智 一科学"-f.真1一 石川 陸郎
三浦 定俊
実u一 科学写真m石 川 陸郎






文 化 財 の 保 存 お よ び 修 復 に 関 す る 研 究 の た め の 国 際 研 究 集 会
昭 和62年度
昭 和52年度 よ り毎 年 開 催 して い る本 年度 の 集 会(第11回)は,「 東 ア ジ ア美 術 に お け
る転 換 期 の 諸 問 題 」を テ ーマ と して 美 術 部 ・情 報 資料 部の 担 当 で開 催 した 。113名の 参
加 者 を 得 て,美 術史 に お け る転 換 期 の定 義 ・歴 史的 意 味 な どに つ い て活 発 な 討 論 が な
され た 。 発 表 者 は 海 外5名,国 内10名で,発 衷 は4セ ッシ ョンに わ け て 行わ れ た 。 日




日 時 昭 和62年10月27日^-29日
場 所 東 京 国立 博 物 館 大 講堂
(題名 お よ び 発表 者)
10月27日(火)
【基 調 報 告】
1.ProblemsoftheAncienttoMedievalTransitionalPeriodinJapanese
ArtHistory(日本 美 術史 に お け る転 換期 の 問題 につ い て 一 古 代 よ り中 世 ヘ ー)
東 京 国立 文 化 財 研 究 所 濱 田 隆
【セ ッシ ョン1】
1.ProblemsinBuddhistPaintingoftheLateHeianPeriod(平安 時 代 末 期
の 仏 画 に 関 す る問 題 点)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 関 口 正之
2.NobuzaneandGotobaIn(信実 と後 鳥 羽 院)
カ リフ ォル ニ ア大 学M・ グ レー ピル
3.Mugi'sUseofChineseModelsinthe"Kannon,MonkeyandCrane
Triptych"(牧難 筆 「観 音 猿 鶴 図 」の 祖 型 に つ い て)東 京 大 学 小 川 裕充
4.ChaoMeng・fu:TraditionandSelfintheEarlyYuan(趙孟 頬 一 元 初 に





【セ ッ シ ョン2】
1.ZenPaintingandCalligraphyinthe'TransitiontotheEarlyEdoYeriocl
(江戸 時 代 初期 へ の 移 行 期 に おけ る 禅 の 需 画)カ ンサ ス大 学S・ ア デ ィス
2.BuddhistSculptorsoftheTransitionalPhasefromtheLateEdoto
MeijiPeriods(仏師 の 動 向 一 江戸 か ら明 治 へ)東 京 国 立博 物 館 佐 藤 昭 人
3.PictorialRepresentationoftheLateEdotoMeiji(江戸 か ら明 治 にか け て




碧 画 の 形 成 ・,-i3町前期 和様 絵i;珂の 動 向)帝 塚 山 学 院 大学 吉 田 友之
2.SomeProblemsofShigajiku-typelnkLandscapePainting:Picture-
viewingthroughWrittenWords,CR.1400-iego(応永 一 文 安 期 の 詩 画軸 型 式
水 墨 画 の諸 問 題 一 と くに 言nib介入 を 伴 う観 画 縄 験 の 一・例 と して)
ゾ リンス トン大学 溝 水 義 明
3.FromOguriS6tantoKanoMasan・bu(・1・栗宗 湛 か ら狩 野 正 信へ)
慶 応 義 塾 大 学 河 合 正 朝
4.TheSocialContextoftheEstablishmentoftlicKunoSchool(狩野 派 の




Period(統一新 羅 初 期 の様 式 的 変 化)国 立 中 央 博 物 館 姜 友 邦
2.ProblemsintheTransitionfromNttrntoHeianSculpture:TheBegin・
ningsofWoodSculpture(奈良 時 代 後'1㌦か ら'F安時 代 初 期 へ の転 換 期 の諸 問題
一 木 彫 の 成 立 に 関 し て)慶 応 義 塾 大 学 紺 野 敏 文
3.TrendsinSculptureattheTimeoftheH:stablishmentofthePureLand





昭 和63年度 は 保 存 科 学 部 が 担 当 した。 主 題 は リモ ー トセ ン シ ン グ とい う立 場 か ら設
定 した 。 この 分 野 は 近 年 話 題 が 多 くな って きて お り,画 像 処 理,非 接 触 法 に よる絵 画
の 研 究,コ ン ピュ ー タに よ る記 録 の 処 理 法 な どそ れ ぞ れ の 話 題 に つ い て,各 国 の 研究




日 時 昭 和63年9月29日X10月1日
場 所 社 会 教 育 研 修 所




Images-(美術 品 の デ ィ ジ タル処 理 一 画像 の研 究 と保 存 一)
フラ ンス 博物 館 群 研 究 所Ch.ラ ー ニェ
2.ApplicationofIRReflectographyandEmissiographytoArtHistorical
Research‐FocusingonRecentStudiesofthePaintingsattheKakurin-ji
andByodo-inTemples‐(美術史 的 研 究 に対 す る赤 外 線 テ レ ビお よび エ ミシオ グ
ラ フ ィー の適 用 一 鶴 林寺 太 子 堂 柱 絵 と平 等 院鳳 風 堂 壁 扉 画 の 調 査 を 中 心 に 一)
学 習 院 大学 秋 山 光和
【セ ッシ ョン1】
1.TheStudyofDrawingsintheNearInfrared(近赤 外 線 を利 用 した絵 画 の
研 究)バ イエ ル ン州 立 美 術 館A.パ ー メス ター
2.UseofNearInfraredRadiationinExaminationofPaintings(絵画調 査に
お け る近 赤外 線 の利 用)ミ ラ ノ大 学M.ミ ラ ッ ツオ
9月30日(金)





SpatialDifferentialTreatment(一次 元 ア ナ ロ グ空 間 微 分 処 理 に よ るX線 画 像
の 鮮 明化)東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 三 浦 定 俊
2.DevelopmentofChemicalAnalyzersforHistoricalMaterials(歴史 試 料川
化 学 分 析 装 置 の 開 発)国 立歴 史 民 俗 博 物 館 田 口 勇
【セ ッシ ョン3】
1.TheMultiMediaDatabaseatNationalMuseumofEthnology(国立 民 族
学 博 物 館 にお け る マ ル チ メ デ ィ ア デ ー タベ ー ス)国 立 民 族 学 博 物 館 杉 田 繁 治
2.ElectronicCatalogingandBrowsingofEthnographicSamples(民族 学 標
本 の電 子 カ タ ロ グ化 と概 覧)日 本 ア イ ・ピー ・エ ム 洪 政 困
3.AutomaticReplicationandRecordingofMuseumArtifacts(博物 館 収 蔵
品 の複 製 と記 録 作 成 の 自動 化)カ ナ ダ国 立研 究 機 構P.ブ ー ラ ンジ ェ
10月1日(土)
【セ ッシ ョン4】
1.InteractiveDesignAnalysis:SystemOverviewcx術品 の 形 状 解 析 シス テ
































(1)装飾金工品について 日本美術刀剣保存協会専務理事 鈴木 友也


















1.山 梨 絵 美 子 は,「 パ リに お け る 日本 一ヨー ロ ッパ絵 画 との 出 会 い」展 の 作 品運 搬 随
伴 お よび展 示 指 導 の た め,昭 和62年91121日か ら10月10日ま で,ア メ リカに赴 い た。
2.佐 藤 道 信 は,海 外 流 出 近 代 日本 葵 術 作 品 調 査 の ため,昭 和62年11月8日 か ら12月
3日 ま で,ア メ リカ,フ ラ ンス 等 で 渕 在 を 行 った 。
3,三 輪 英夫 は,久 米 校 ・郎 関保 資 料 等の 闘 査の た め,昭 和63年10月18日か ら281」ま
で,フ ラ ンスで 関係 資 料 の 調 査 ・収 集を 行 った 。
4,佐 藤 道 信 は,在 外 口本 美 術作 品 のINO研 究 の た め,情 帳 資 料 部研 究 員3名 と と も
に,昭 和63年12月10口か ら12月191-!まで,ア メ リカで 調査 を 行 った 。
5.三 宅 久雄 は,平 成 元年2月MIlか ら2月18日 まで,山 梨 絵 美 子は 同2月15日 か ら
2月26日まで,CAA(米 国X術 史 学 会)出席 の た め ア メ リ カに赴 き り,同 学 会 で 発
表 した 。
6.三 宅 久 雄 は,文 部 省 在外 研究 員 と して,平 成 元 年3月1日 か ら12月31日まで,中
国,イ ギ リス,フ ラ ンス,西 ドイ ツ,イ タ リア,ア メ リカに お い て,調 査 研 究 を 行
っ た 。
芸 能 部








1.三 浦定俊は,昭 和62年9月3日から9月16日までオース トラリア,シ ドニーで開
かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保存科学部会に出席 し,鶴林寺太子堂の柱
絵闘査および,中 尊寺金色堂の保存環境に関する研究発表を行った。
2.見 城敏子と新井英夫は,昭 和62年9月4日から9月29日までオース トラリア,イ
ン ドネシアを訪問し,シ ドニーで開かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保存科
,.1一部会に出席し,見城は「日本の伝統的木造建造物におけ る光モニターによる日光の
影響の研究」新井は「フォクシング要因糸状菌について」の研究を発表した。その後,
インドネシア教育文化省遺跡 ・建造物課を訪れ,ボ ロブ ドール遺跡保存事務所で文
化財保存に関する研究発表および意見交換を行い,研究交流を促進した。



















1.西 浦忠輝は,昭 和62年9月3日から9月16日までオース トラリア,シ ドニーで開
かれた第8回 国際博物館会議(ICOM)保存科学部会 に 出席し,「粒状に劣化した
石の強化剤としてのシランと有機樹脂との混合物の評価実験」および 「シラン含浸
処理による石の変色に関する実験的研究」の2つの研究発表を行った。




3.青 木繁夫は,昭 和62年12月4日か ら12月15日までユネスコとインド政府主催のア
ジア地区の文化財保存セ ミナーに参加した。インド国立文化財研究所を会場として,


















「国際 ・国内 交 流
4。 米 倉 遽 夫 ・鈴 木廣 之 ・島尾 新 は,昭 和63年12月5日 か ら19日まで ,ニ ュー ヨ
ー ク ・ワ シ ン トンな ど米 国六 都 市 で 在外 日本 美 術 作 品 の 調 査 研 究 のた め の予 備 調 査
を 行 つた 。
5.米 倉 遽 夫 ・鈴 木廣 之 ・島尾 新 は,昭 和63年2月16日 か ら18日まで 米 国 サ ン フ ラ
ン シス コで 開 催 され た,CAA(米 国美 術 史 学 会)全 国 大 会 に 出席 し,つ づ い て19と,
20口,カ リフ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー校 主 催,当 研 究 所 共 催 の 美 術 史 学 の現 状 に 関
す る国 際 会 議(lnternationalConferenceonJapaneseArtHistory:TheState
oftheField)に出 席,研 究 発 表 を 行 った 。 米 倉 ・島 尾 ・井 手 賊 之 輔 は,ひ きつ づ
き2月21日 か ら3月5日 まで,ニ ュー ヨ ー ク,メ トロボ リタ ソ美 術 館 に お い て,同
館蔵 絵 画 の デ ー タ ベ ー ス化 につ い て の協 議 ・予 備 調 査 を 行 った 。 また,井 手 は ワ シ





年 月 日 国 名1所 属 ・ 氏 名
62.4.9 尊 国 国立現代美術館
李 仁 範
5.20 台 湾 故宮博物院器物所所長
張 臨 生
6.30 聯 国 斡国文化文報室長
金 束 虎
?.30 台 湾 台北市立美術館長
黄 光 男
8.31 米 国 二a一 ヨーク建造物保存専門寒
メ リーB.デ ィ エ リ ヅ ク ス
9.9 米 国 アメリカ文化情報局長
ジ ャ ッ ク ・シ ェ レ ン パ ー ガ ー
63.2.6 英 国 大英博物館保存科学研究室長
ス ー ザ ン ・ブ ラ ツ ドレイ
2.17 米 国 ス ミソ ニ ア ンサ ヅ ク ヲー 美 術 館 長
マ イ ロ ビーチ
2.25 イ タ リ ア イ ク ロム所 長
セ パ ッ ト ・エ ル ダ ー
A.11 米 国 ス ミソニアン研究機構
ジ ヱ フ レ イ ・ス タ ー ン
5.13 中 国 チペット自治区訪日団
丹 増 団艮 他5名
5.1? 米 国 ス ミソニアン研究機構長官
ロ パ ー ト 。マ コ ー ミ ッ ク ・ア ダ ム ス
6.? 中 国 映西省文物事業管理局代衷団
張 廷 晧 団長 他3名
6.16 米 国 ハ ーバ ー ド大 学
ロ ー ゼ ン ・ フ イ ー ル ド
?.12 申 国 中国歴史博物館
李 先 登 他3名
7.25 中 国 中国景徳鎮歴史名城建設・古建築保存技術交
流肪日団 黄 浩 団長 他5名
一106一
国際 ・国内交流
年 月 司 国 名1所 属 ・ 氏 名
63.8.22 台 湾 中華民国文化資産維護学会赴日考察団
劉 萬 航 他14名
9.3 米 国 ミシガン大学
ブ ル ー ス ・ス ミス
〃 中 国 中国社会科学院歴史研究所
李 学 勤 団長 他4名
9.? 英 国 大英博物館保存部長
ウ ィ リ ァ ム ・ア ン ド リ ュ ー ・オ デ ィ ー
12.12 韓 国 韓園文化財管理担当官研修団
リー ク ワ ンホ 団長 他17名
1.3.7 ベ ト ナ ム ベ トナム文化大臣
チ ャ ン ・ヴ ァ ン ・ フ ァ ク
3.10 中 国 中国市政工程西北設計院(甘粛省建築学会常
務理事)郡 延 夏




3.16 中 国 中国文化部訪日団
游 瑛 団長 他4名
(3)招 へ い 研 究 員
昭和53年度 より招へい研究員制度が設け られ,62年度は国外5名,国 内3名,63年
度は国外10名,国内3名の研究員を招へいし,下記のように共同研究が行われた。
昭和62年度
氏 名 陣 籍1役 劇 招へい綱 姻 研究課題1研究代表者
マ リベ ス ・ 米 国 カ リ フ ォル ニ 62.10.11中世大和絵研 情報資料部
グ レイ ピル ア大学助教授 62.11.23究及び東洋美
術文献データ 謹 資料研




氏 名 国 籍1役 職 招へい網 共同研究綱1研 究代表者
ス ー ザ ン ・
プ ラ ッ ド レ ー


















パ ー パ ラ ・ ピ
エ ト 。ポ ガ ー
ズ








ア ン ・ニ シ ム






































































石 「「繭「1役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
段 文 傑 中 国 敦熔研究院畏 63.5.1
-r63.5.3魏 編 窪禦麟 につい
L.プ ア ン ・
ツsル ス ト






Ch.ラ ー ニ エ フ ラ ン ス 講 鋸箋63.9.1?^63.10.3 〃 〃
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氏 名 国 籍 役 職1招へい期間 共同研究課題1研究代麸










周 宝 中 中 国 中国歴史博物
館保管部主任
〃 〃 〃
ジ リ ・ チ ェ コス




















サ ミ ュ エ ル ・
C・ モ ー ス
米 国 ア ー モ ス ト大1.1.10鎌 倉 時 代 初 期




マ ー ガ ッ ト ・
ヘ イ




呉 歩 乃 中 国 中 国 美術 家 協1,3.16
会 編 審 鳶1.3、30
デ ピ ッ ト ・ 米 国 ゲ ッテ ィ保 存1.3.21



























































日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋美術の全般にわたる研究書を中心に,
関辿図轡,各 種叢書,辞典類など和漢書(39,246),洋書(4,042),計43,288冊のほか,
各都道府娘市町村教育委員会編集の文化財関係報告霞,奨 術関係雑誌,紀 要類,売 立
目録,展 覧会 目録などを所蔵し,所内及び所外の研究者の利用に供している。
芸能 関係 図書
雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦蝉 ・民俗芸能 ・審席し芸,そ の他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図書8,457冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・11本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・








美 術 関 係 公 能 関 係 保存科学 ・修復 技 術 閑 係.一 計
和囎1洋 書 和漢書1洋 書 和囎1洋 書
一 一 一 一 一一 一 一
62年 度 372冊 7冊 34?冊 10冊 22冊
　
15冊 773冊
一 一 一 　　 　 一
















り一貫 して力を注いできた写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本近代 ・
現代美術,西 洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工芸,述 築僚のfl
部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原板保有量はほ`ま
3分の1にあた り,別にマイクロ・フィルム255巻がある。解真資料のほか,拓本,
作家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資料スクラップ等
と,図書カー ド,図版カード,各稲索引類など多数。
芸能関係資料
レコー ド・録音テープ ・写真等による芸能資料を数多 く備えている。 レコー ドには,
毎年各社から発売 される伝統芸能関係 レコー ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費
によって購入した安原コレクションレコー ド5,450枚が含まれている。安原コレクシ
ョンは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発売された各種邦楽レコー ドを網羅 したも
ので,近代におけ る邦楽の実態と変遷を知る上で貴重な資料である。録音テープ及び
写真は,雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対

















V1.関 係 法 規

















第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法 第5条 第37号に規定する政令
で定める研究施設とする。







関 係 法 規
第116条の9国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとお りとする。








第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の五部を置 く。
に)癸 術 部















2.第 一研究室においては,わ が囲の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術に関
する調査研究を行ない,及 びその結果の公衷を行なう。
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纂121条 芸能部に,演劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能研究室を置 く。

















2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外のもの










2.文 献資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る文献資料その他の資料(写真資料を除 く)の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,
閲覧及び調査研究を行なう。
3.写 真資料研究室においては,第118条第1～}から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,艶 理,保 管,公 表,閲覧及び調査研究を行なう。
一116一
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